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寄稿

短大図書館のビデオ資料 の利用につ いて

一藍野学院短期大学図書館の場合一

松 原 康 子

１．はじめに

当館のビデオ資料サービスは、１９８５年の短

大開学時に、視聴覚教材の保管が図書館に委

ねられたことをきっかけにスタートした。当

初から、ビデオテープ（以下ビデオ）が教員

に、よく利用されることに目を向け、将来、

図書館資料として不可欠であると予測した。

視聴覚資料による教育の特性は、イメージし

やすく、インパクトを与えることにより、理

解が速く容易であることなどが挙げられる。

それに加え、ビデオ資料は必要な部分を繰り

返し見たり、停止することができるため、学

生の自己学習にも有用である。

これまでビデオ資料コーナーの管理、運用

について試行錯誤を繰り返してきたが、現状

はソフト数もまだ少なく、視聴設備も十分に

整っているとはいえない。また、ビデオの蓄

積を先行してきたため、図書資料に比べ積極

的な利用促進、利用指導が行われておらず課

題も多い。しかし、そのような状況の中でも、

利用者にとってなくてはならないコーナーに

なっていることは確かである。

本稿では、今後のよりよいサービスを目指

して、当館のビデオ資料サービスの現状と今

後の課題についてまとめてみたい。

２。当館の概要

本学院には、短大

専攻科）と専門学校

（看護学科、地域看護学

（理学・作業療法学科、

まっ ばら やすこ：藍野学院短期 大学 図書館

看護学科、医療福祉ビジネス学科）があり、

医療関係の専門職員を養成する学科で構成さ

れている。

当館は、短大と専門学校の共用施設である。

系列病院の職員も利用可能であるが、運営基

準は学院のための図書館となっている。学生

約７９０名（うち短大生約 ３１０名）、教職員７９名

（非常勤含まず）を利用対象とする。短大構

内の藍野ホール１階のワンフロアーを占め、

総面積３３５ｍ、座席数５６席、蔵書数約２０，０００

冊、受入雑誌数 ２１７種（１９９５年３月現在）を

有する。館長（教育職と兼任）、司書２名

（１名は、図書館外の視聴覚業務と兼務）で

運営している。ビデオ視聴室は、教室棟に１

室設け、１台のモニターにＶＨＳ、Ｕｍａｔｉｃ再生

機を接続して設置している。図書館に、１９９５

年８月よりＢＤＳ（紛失防止装置）を導入した

が、ビデオ資料には適用していない。

３。保有ビデオ資料の内容

ビデオの受入状況は、表１に示すとおりで、

１９８５年度に比べ４倍近く増加した。確かに総

数は増加しているが、１０年経つと内容が古く

なってしまったビデオもでてくる。表２に示

すように、保有するビデオ資料の構成内容は、

医学・看護関係が大半を占め、内容の進歩、

変化が著しく、放置しておくと学生に間違っ

た知識を与えかねない。

２年前、発行年の古いビデオについて、そ

れぞれ専門分野の教員に内容の点検を依頼し

た結果、次に挙げる「酸素吸入」、「ベッド
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メーキング」、「手指消毒」、「日母会員ビデ

オシリーズ全１２巻」、「感染症」の１６本に問

題があることがわかっている。しかし、医学

・看護関係のビデオは、１本３～５万円と高

価なため、一度に改定版やそれに代わるもの

を購入することは難しい。そのうえ、新刊ビ

デオを購入する必要もあり、両方を平行して

徐々に購入していかなければならないという

のが現状である。

４。ビデ オ資料の選択

資料 の選択 は、教員 からの請求が中心 と

なってい る。図書 館に、カタロ グ、 パンフ

レットを まとめて用意し、教員に選択資料と

して 提供 す る。 また、受 入雑誌の書 評コー

ナーに、ビデオが取り上げられることがある

ため、常に目を通すようにしている。

計画的な資料の購入、蓄積は、図書館予算

が明示されていないため現状では難しい。ビ

デオ資料費 は、年度によって大幅に異なるが、

１９９４年度についていえば、６８万円で、 資料費

全体に占める割合 は１０％に満たない。

昨年度から、講義使用目的で請求のあった

ビデオをで きるだけ購入するようにしている。

教材として個人の研究室の所有物となるより、

図書館に保有することによって学生 にも広く

供与できると考えたからである。初めは、学

生が講義で用いられるビデオを講義前に視聴

することによって、ビデオ内容の新鮮さが失

われ、内容によっては、講義に引き込まれる

ことの妨げ になるのではないかと危惧してい

た。しかし、学生の利用の仕方をみてい ると、

教員から利用の指示があったビデオや、講義

で見そびれたビデオを利用することが多いよ

うに見受 け られた ため、その心配 は無用で

あった。カリキュラム上の学習内容に対応す

るビデオを揃えていくことは、利用促進につ

ながると思われる。

問題点 は、積極的に請求のあ る分野への偏

りが目立つことである。請求の少ない分野に

関しては、その科目の担当教員にアプロ ーチ

し、資料全体のバランスに留意する必要があ
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表１ 年度別ビデオ受入数

（教員個人研究費ビデオを除く）

年 度 受 入 数 年 度 受 人 数

１９８５ ６６ １９９１ ７

１９８６ ０ １９９２ ３４（１０）

１９８７ １２ １９９３ ４０（１５）

１９８８ １２ １９９４ ２７（ １）

１９８９ ０ １９９５ ３８（ １）

１９９０ ６ 合 計 ２４７（２７）

（ ）は、寄贈数の内数を表す。

１９９５年９月現在

表２ ビデオ資料構成内容

分 類 資料数

医学一般 ８

解剖・生理学 ９

疾患・治療 ２５

看護一般 ６

臨床看護一般 ４４

小児看護 ３８

母性看護 １９

老人看護 ８

地域看護 ２４

理学・作業療法 ４６

一般教養 １５

合 計 ２４２

１９９５年９月現在

る。そのほか、図書で文学作品を揃えるよう

に、映画、ドキュメント作品を増やしていき

たい。
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５。ビデオ資料の利用

Ｏ ）利用方法

ビデオ資料コーナーは、接架式で自由に選

ぶことができる。また、目録カードからも検

索できる。利用者は、利用したいビデオケー

スを持ってカウンターで利用手続きを取った

うえで原本を受け取り、ビデオ視聴室で利用

する。操作は簡単な説明書を見ながら各自で

行う。利用終了後、カウンターで返却手続き

を取る。原則として閲覧のみで、利用時間は

図書館の開館時間と同様（月～金曜日９：００～

１７：５０、月２回の土曜開館日は、ビデオ視聴

室使用は不可）、ただし教員に対しては講義

での使用や、下調べが必要な場合に限り貸出

を行っている。

（２）利用状況

表３に学科別ビデオ年間利用件数の推移を

示す。教職員には、それなりの利用がなされ、

１９９２年度に年間 １０４件となってから徐々に利

用が増加している。学生の利用については、

１件の利用につき何名で使用しているかを把

握できない。推測ではあるが、利用人数は利

用件数をかなり上回ると思われる。

表３ 学科別ビデオ年間利用件数

短大学生については、１９８６年度以降、安定

した利用がみられていたが、１９９４年度で利用

件数が激減した。理由は、これまで多かった

教員の指示による、２回生の母：性看護学内実

習と、３回生の母性看護臨床実習前の利用が

減ったためである。このことから、ビデオの

利用パターンは、教員が学生に利用を指定す

る場合が圧倒的であることがわかる。

理学療法・作業療法の学生は、図書館をよ

く利用しているにもかかわらずビデオの利用

が少ないのは、カリキュラムが過密なため時

間の確保が困難であることが考えられる。医

療福祉ビジネス学科は、図書館そのものの利

用がみられない。図書館に足を運ぶきっかけ

となるような、学生の興味を引くビデオを増

やし、利用を呼び掛けていくことが必要であ

る。

６。今後の課題

（ Ｏ ビデオ資料の点検・管理

教育用テープの内容点検が必要であること

は、前述した通りである。もうひとつの問題

として、当館では、あまり利用のないビデオ

所属

年度

短大学生

専 門 学 校 生

教 職 員 合 計理学療法学科

作業療法学科
看護学科

医療福祉

ビジネス学科

１９８５ ３３ ２０ ０ ０ ２２ ７５

１９８６ １５０ ３８ ２ ０ ６５ ２５５

１９８７ １７５ １１ ０ ０ ２２ ２０８

１９８８ ２８５ ５１ ０ ０ ５０ ３８６

１９８９ ２５７ １５ ０ ０ ８５ ３５７

１９９０ ２２９ ２６ ０ ０ １５ ２７０

１９９１ １６８ ４ ３ ０ ５８ ２３３

１９９２ １５１ ９ ０ ０ １０４ ２６４

１９９３ １７３ １０ ０ ０ １０７ ２９０

１９９４ ６７ ９ ５ ０ １２６ ２０７
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に劣化がみられ、何年ぶりかの講義で使用の

際に画像の乱れが発見されたものがある。こ

のような事態は、図書館の信用にかかわるた

め絶対に避けなければならない。他の短大図

書館が、対策として、利用回数の少ないビデオ

につき、年に一度再生を行っているということ

を知り、当館でも実施してみるつもりである。

（２）視聴設備の充実

本来ビデオ視聴設備は、館内にあることが

望ましい。しかし、館内にスペースがないた

め、短大教室棟１階の１教室をビデオ視聴室

としている（写真１）。ビデオ視聴室には、

個人用ブースはなくグループ視聴室との両方

を兼ねているため、利用が集中する時期は、

利用者に迷惑をかけることもある。設備充実

のチャンスを逃すことのないよう、地道な改

善計画が必要である。

（３）著作権問題と貸出

学生にとってビデオを見るための時間の確

保は、カリキュラムが過密なうえに、図書館

の開館時間に余裕がないため、難しいようで

ある。特に再生時間の長い映画などについて

は貸出を希望する声をしばしば聞く。

当館は文化庁主催の著作権講習会に参加し

た結果以下のことを実践している。

・ビデオテープは、すべて原本を利用する。

・テレビ録画、複製は配架しない。

・館外貸出はせず、ビデオ視聴室の利用のみ

とする。（教員の講義に関する場合を除く）

ごく最近、館外貸出についてその後の進展

をビデオ協会に尋ねてみると、“権利者に対

し補償金を支払ったビデオが販売されており、

それに関しては、館外貸出を行ってもよい”
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ということであった。しかし、現実には補償

金支払い済の医学・看護関係のビデオは、数

が少なく、全面的な館外貸出の実現には時間

がかかると思われる。学生の要求に応えるた

めには、現在、保有している処理済ビデオだ

けについての貸出を検討するなど、柔軟に対

応していかなければならない。

（４）積極的な利用促進

ビデオ資料コーナーのＰＲと利用方法など

についての案内は、入学時に配付する図書館

利用案内に頼っている。新刊ビデオの案内に

ついては、月末に新刊図書と併せて受入情報

を掲示し、各教員に配付する。また、図書館

入口近くの展示ケースに展示するなどしてい

るが、学生の利用にはあまり効果がみられな

い。最近の学生は掲示を見ないため、教室棟

の掲示版に目を引くＰＲを行うなど、工夫が

必要である。

（５）ビデオ教材制作への協力

当館員は、ビデオ編集室の操作、管理も担

当しており、自主制作教材の編集作業に携

わっている。市販ビデオは２０分～３０分のもの

が多く、講義で活用しにくいところがあるた

め、教員のなかには、数分のポイントを絞っ

たビデオ教材を制作しようとする動きがある。

現在２本目の制作予定を耳にしたばかりであ

るが、いつの日か、図書館のビデオ資料とし

て学生に利用されるようになることを期待し

協力していくつもりである。

了。おわりに

こうしてまとめてみると、当館のビデオ資

料サービスは、教員に頼るところが多く、講

義への関連性が強いことを改めて認識した。

短大図書館の使命は、教育研究に有用な資

料を収集し、効果的に活用することである。

それに加え、当館が、学生にとって勉強をす

る楽しみを育てると同時にホットできる場所

であって欲しいと願っている。限られた資料

費などから考え合わせると難しい点も多いが

今後は、広い視野を持って資料の収集とサー

ビスにあたるよう努力していきたい。
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